
　

　本市議会では、平成28年第３回定例会の決算等審査特別委員会に、
新たに分科会方式を導入しました。決算審査の在り方については、これ
まで議会機能充実会議において、「決算審査を充実させるため、現行の
審査時間を確保しながら、審査をより深める」ことを目的に、今定例会
での分科会方式の導入を見据え、協議を重ねてきました。
　議会選出の監査委員を除く全議員が、３つの分科会に分かれて審査を
します。分科会での審査は、局を単位として行います。

　仙台市議会では、小学校５年生から高校３年生までを対象とした「子
ども議会（議会体験プログラム）」の参加団体を募集しています。
　子ども議会では、児童・生徒が議長や議員などの役割を演じながら審
議を体験し、議案が市議会に提案されてから議決されるまでの仕組みを
学ぶことができます。
　平成29年１月17日には虹の丘小学校の６年生、
１月24日には七北田小学校の６年生が、参加を
予定しています。
　校外学習などに、ぜひご利用ください。
〈お申し込み・お問い合わせ〉
議会事務局調査課　TEL（２１４）６１６９ 　子ども議会の様子

　今定例会の決算等審査特別委員会では、各分科会に議員が18人ずつ
分かれ、それぞれ３日間にわたって審査を行いました。引き続き、議会
選出の監査委員を除く全議員が出席して審査をする全体会が３日間開催
されました。
　本市議会では、今後も議会の審議のさらなる活性化に向けた取り組み
を検討してまいります。
※決算等審査特別委員会の審議の詳細につきましては、６・７面をご覧
　ください。

　　○第一分科会　総務財政委員会・健康福祉委員会が所管する局
　　○第二分科会　市民教育委員会が所管する局
　　○第三分科会　経済環境委員会・都市整備建設委員会が所管する局

　　 　　
　
　

復
興
計
画
期
間
が
終
了
し
た
決

算
年
度
は
普
通
会
計
で
32
億
円
も
の
黒

字
。
財
政
調
整
基
金
は
過
去
最
高
の
３

２
２
億
円
に
達
し
、
復
興
基
金
も
１
９

８
億
円
使
い
残
し
た
。
財
源
は
十
分
あ

る
の
だ
か
ら
、
市
長
は
被
災
者
の
生
活

再
建
を
後
押
し
す
る
支
援
策
を
決
断
し
、

実
施
す
べ
き
。

      

　
　
　

被
災
さ
れ
た
方
々
の
住
ま
い
の

再
建
に
関
す
る
事
業
を
最
優
先
に
進
め
、

復
興
計
画
期
間
内
に
概
ね
完
了
し
、
今

年
度
、
最
後
の
復
興
公
営
住
宅
も
完
成

し
た
。
そ
の
他
復
興
計
画
に
掲
げ
る
各

般
の
復
旧
・
復
興
事
業
も
鋭
意
進
め
て

き
た
。
復
興
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
新
た
な
支
援
制
度

を
作
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

バ
ス
路
線
再
編
の
見
直
し
は
、

市
民
が
ど
の
よ
う
な
希
望
を
し
て
い
る

の
か
を
、
地
域
ご
と
に
聞
き
取
る
努
力

を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
「
要
望
を
聞
く

会
」
を
開
催
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
　
　

バ
ス
路
線
再
編
で
は
、
平
成
26

年
度
に
各
地
域
で
２
回
ず
つ
、
延
べ
64

回
説
明
会
を
開
催
し
、
要
望
は
で
き
る

限
り
取
り
入
れ
る
よ
う
努
力
し
た
。
再

編
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
乗
車
習
慣
の

定
着
や
季
節
変
動
な
ど
を
考
慮
し
、
１
年

程
度
の
時
間
を
か
け
て
見
極
め
を
行
い
、

対
応
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
所
得
制

　

限
と
一
部
負
担
金
を
廃
止
す
べ
き

○
教
育
環
境
整
備
の
た
め
財
政
措
置
を

○
教
育
長
が
社
会
教
育
の
活
動
と
認
め

　

た
宮
城
県
母
親
大
会
へ
の
学
校
施
設

　
の
貸
し
出
し
は
学
校
教
育
法
上
も
可
能

○
県
広
域
防
災
拠
点
計
画
地
の
リ
ス
ク

宗
公
ゆ
か
り
の
歴
史
や
文
化
を
観
光
客

を
引
き
付
け
る
観
光
資
源
と
し
て
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。　
　
　
　

○
交
流
促
進
協
定
締
結
10
周
年
を
記
念

　

し
た
市
長
の
台
南
市
訪
問

○
債
権
管
理
条
例
に
つ
い
て

○
土
地
区
画
整
理
事
業
を
は
じ
め
と
し

　

た
今
後
の
都
市
開
発
の
在
り
方

○
市
制
移
行
す
る
富
谷
町
を
は
じ
め
と

　

す
る
近
隣
自
治
体
と
の
連
携

　
　
　

　
　
　

台
風
10
号
の
襲
来
時
に
は
、
地

域
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
異
な

る
避
難
所
が
設
置
さ
れ
た
地
域
が
あ
る

な
ど
、
市
の
対
応
に
課
題
が
見
ら
れ
た
。

地
域
で
の
協
議
状
況
を
把
握
し
、
地
域

の
実
情
に
即
し
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

一
連
の
台
風
等
の
経
験
を
踏
ま
え
、
避

難
所
の
体
制
の
見
直
し
や
改
善
を
す
べ
き
。

　
　
　

一
連
の
台
風
等
へ
の
対
応
を
検

証
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
で
の
協
議

を
踏
ま
え
、
住
民
の
安
全
な
避
難
行
動

の
確
保
や
住
民
へ
の
十
分
な
周
知
等
の

観
点
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
避
難
所

の
体
制
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

本
市
の
観
光
施
策
は
、
仙
台
の

魅
力
が
何
か
と
い
う
点
が
明
確
に
な
っ

て
お
ら
ず
、
政
宗
公
が
築
い
た
歴
史
文

化
と
い
う
貴
重
な
財
産
も
十
分
に
生
か

し
切
れ
て
い
な
い
。
観
光
施
策
は
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
地
域
固
有
の
資
源
に
価
値
を
見
い

だ
し
て
観
光
に
活
用
す
べ
き
。　
　
　

　
　
　

ま
ち
そ
の
も
の
の
魅
力
づ
く
り

に
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
固
有
の
資
源
が
魅
力
的
な
観
光
資

源
と
な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
観

光
客
動
態
調
査
の
結
果
も
踏
ま
え
、
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

震
災
か
ら
５
年
６
カ
月
が
経
過

し
た
本
市
の
復
興
状
況
の
、
特
に
ソ
フ

ト
面
の
復
興
に
つ
い
て
市
長
の
所
見
を

伺
う
。

      

　
　
　

今
後
も
健
康
支
援
や
心
の
ケ
ア

な
ど
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な

対
応
を
行
う
。
住
ま
い
の
再
建
先
で
あ

る
復
興
公
営
住
宅
や
防
災
集
団
移
転
先

の
団
地
に
お
い
て
は
、
現
在
、
町
内
会

の
発
足
な
ど
地
域
の
交
流
が
生
ま
れ
つ

つ
あ
り
、
こ
う
し
た
動
き
を
継
続
的
に

支
援
し
、
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

昨
年
の
国
連
防
災
世
界
会
議
で

は
「
仙
台
防
災
枠
組
」
の
採
択
や
、
約

４
０
０
件
も
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
等
が
活
発
に
行
わ
れ
、
多
く
の
市

民
が
会
議
を
体
験
す
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。
世
界
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お

い
て
も
市
民
参
加
型
の
会
議
と
な
る
こ

と
を
期
待
す
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

「
仙
台
防
災
枠
組
」
で
は
市
民
、

事
業
者
、
研
究
機
関
や
メ
デ
ィ
ア
等
多

様
な
主
体
が
参
画
す
る
こ
と
の
重
要
性

が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
会
議
に
多
く
の

市
民
が
関
わ
る
こ
と
が
ま
さ
に
そ
の
実

践
と
い
え
る
。
国
連
防
災
世
界
会
議
に

お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

見
ら
れ
た
よ
う
な
、
幅
広
い
市
民
や
団

体
が
参
画
す
る
仙
台
な
ら
で
は
の
会
議

に
な
る
よ
う
、
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

○
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
制
度
拡
充

○
地
下
鉄
東
西
線
の
利
用
促
進
策

○
市
営
バ
ス
事
業
の
経
営
改
善
策

○
水
道
施
設
の
維
持
管
理
と
更
新

○
都
市
公
園
内
へ
の
保
育
所
の
設
置

○
災
害
対
応
法
制
上
の
課
題
解
決
と
震

　

災
遺
構
の
整
備
方
針

○
中
山
間
地
域
の
早
急
な
雨
水
対
策
を

○
収
入
未
済
額
の
縮
減
へ
の
取
り
組
み

○
Ｉ
Ｔ
産
業
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ

　

デ
ル
を
展
開
し
企
業
誘
致
を

○
国
際
的
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致

○
音
楽
ホ
ー
ル
建
設
の
判
断
に
つ
い
て

○
市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
の
検
討

○
バ
ス
事
業
の
将
来
に
向
け
た
検
討

○
政
宗
公
生
誕
４
５
０
年
記
念
事
業五輪キャンプ誘致ではソフトボール会場

を予定しているシェルコムせんだい

太白区秋保町に伝わる田植踊
（写真は長袋地区のもの）

学校施設を利用してきた社会教育の活動

　
　
　

　
　
　

全
世
界
が
注
目
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
参
画
す
べ
く
、
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
思
う
が
、
い
ま
ひ
と

つ
そ
の
姿
が
見
え
な
い
。
ど
の
よ
う
な

種
目
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ど
の
施
設
を
活

用
し
て
い
く
の
か
伺
う
。   

　
　
　

　
　
　

イ
タ
リ
ア
共
和
国
の
キ
ャ
ン
プ

誘
致
を
進
め
て
い
く
。
対
象
種
目
は
、

サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
考
え
て
お
り
、
既
存
施
設
を

改
修
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

　
　
　

今
年
度
中
に
公
募
手
続
き
の
再

開
の
可
否
を
判
断
す
る
と
し
て
い
る
が
、

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
手
続

き
再
開
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

　
　
　

当
面
、
ガ
ス
小
売
り
自
由
化
な

ど
の
影
響
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
の
事
業
者
側
の
動
向
を
見
定

め
る
必
要
が
あ
り
、
公
募
手
続
き
の
再

開
に
つ
い
て
早
期
に
判
断
す
る
状
況
に

は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
事
業
者
側

と
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
を
行
い
、
民

営
化
へ
の
道
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

○
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
キ
ャ
ン
プ
誘
致
を

○
残
り
の
任
期
に
向
け
た
市
長
の
決
意

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
充
の
経
緯

豪雨により崩落した
太白区羽黒台団地の法

のりめん

面

豪雨により崩落した
太白区羽黒台団地の法

のりめん

面

海抜10メートルの「避難の丘」から望む
「海岸公園野球場」（平成28年10月現在）

豪雨により崩落した
太白区羽黒台団地の法

のりめん

面
豪雨により崩落した
太白区羽黒台団地の法

のりめん

面
海抜10メートルの「避難の丘」から望む
「海岸公園野球場」（平成28年10月現在）

　
　
　

・
公
立
保
育
所
の
民
営
化
に
伴
う
施
設

　

整
備
費
補
助
金
に
係
る
債
務
負
担
行

　

為
を
設
定
す
る
も
の

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に

　

対
応
す
る
た
め
、
国
保
・
医
療
助
成

　

シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
費
用
４
千
万

　

円
を
追
加
す
る
も
の

　

牛
の
特
定
部
位
の
焼
却
業
務
お
よ
び

　

食
肉
市
場
に
お
い
て
生
じ
る
汚
泥
の

　

処
理
・
運
搬
業
務
に
係
る
委
託
に
つ

　
い
て
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の

　

市
の
債
権
の
管
理
に
関
す
る
事
務
の

　

処
理
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定

　

め
る
も
の

　

土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
伴
い
、
所

　

要
の
規
定
整
備
を
行
う
等
の
も
の

　

将
監
西
保
育
所
お
よ
び
八
乙
女
保
育

　

所
を
廃
止
す
る
も
の

　

保
育
所
等
施
設
を
設
け
て
都
市
公
園

　

を
占
用
す
る
場
合
の
使
用
料
の
上
限

　

額
を
定
め
る
も
の

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
の
平
成

　

29
年
度
に
係
る
入
学
者
選
抜
手
数
料
、

　

入
学
金
お
よ
び
授
業
料
に
つ
い
て
減

　

免
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る

　

等
の
も
の　

　

の
規
定
整
備
を
行
う
た
め
の
も
の

土
地
開
発
公
社
を
解
散
す
る
も
の

　

錦
ケ
丘
４
丁
目
11
号
線
ほ
か
28
路
線
を

　

市
道
と
し
て
認
定
し
、
岡
田
67
号
線
ほ

　

か
23
路
線
を
廃
止
す
る
も
の

　

花は
な
わ輪

公き
み
お雄　

　
　

中な
か
む
ら村　

尚ひ
さ
こ子

　

大お
お
え江

英ひ
で
と
し俊　

　
　

神じ
ん　

　

春は
る
み美

　

阿あ

べ部

千ち

え

こ
恵
子　
　

菅す
が
わ
ら原　

修
お
さ
む

　

委
員
会
に
審
査
ま
た
は
調
査
の
た
め
必

　

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
分
科
会
を

　
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

　

富
谷
町
の
市
制
移
行
に
伴
い
、
所
要

　

の
規
定
整
備
を
行
う
も
の

・
消
防
航
空
隊
庁
舎
お
よ
び
格
納
庫
等

　

移
転
改
築
工
事

・
東
部
復
興
道
路
整
備
事
業
蒲
生
東
通

　

１
号
線
外
３
線
道
路
新
設
改
良
工
事

・
東
部
復
興
道
路
整
備
事
業
（
主
）
塩

　

亘
理
線
道
路
改
築
工
事

　

仙
台
市
泉
第
二
中
山
土
地
区
画
整
理

　

組
合
が
施
行
す
る
土
地
区
画
整
理
事

　

業
の
費
用
に
充
て
る
た
め
本
市
が
同

　

組
合
に
貸
し
付
け
た
資
金
に
つ
い
て
、

　

同
組
合
お
よ
び
そ
の
連
帯
保
証
人
等

　

に
対
し
、
返
還
等
の
請
求
の
訴
え
を

　

提
起
す
る
も
の　

　

富
谷
町
の
市
制
移
行
に
伴
い
、
所
要

　

大
学
の
授
業
料
の
高
止
ま
り
等

に
よ
り
、
現
行
の
国
の
貸
与
型
奨

学
金
制
度
を
利
用
す
る
学
生
が
増

加
す
る
一
方
、
非
正
規
雇
用
な
ど

で
卒
業
後
の
収
入
が
安
定
せ
ず
、

奨
学
金
の
返
還
に
悩
む
人
が
少
な

く
な
い
。
こ
う
し
た
中
、
政
府
で

も
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
の
検
討

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
受
け
、
国

会
お
よ
び
政
府
に
対
し
、
無
利
子

奨
学
金
や
授
業
料
減
免
な
ど
の
支

援
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
平
成

29
年
度
を
目
途
に
給
付
型
奨
学
金

を
創
設
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る
今
年
１
月
の
水

爆
実
験
や
、
２
月
の
長
距
離
弾
道

ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
受
け
て
採
択

さ
れ
た
、
同
国
へ
の
制
裁
を
強
化

す
る
国
連
安
保
理
決
議
を
経
て
も
、

な
お
繰
り
返
さ
れ
る
核
実
験
や
ミ

サ
イ
ル
発
射
に
対
し
て
断
固
と
し

て
抗
議
す
る
も
の
。
ま
た
、
日
本

政
府
に
お
い
て
は
、
北
朝
鮮
に
対

し
、
核
実
験
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技

術
を
使
用
し
た
発
射
そ
の
他
の
い

か
な
る
挑
発
行
為
の
即
時
中
止
を

求
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と

手
を
携
え
、
さ
ら
な
る
制
裁
措
置

の
発
動
な
ど
、
外
交
的
解
決
に
向

け
、
毅
然
と
し
た
対
応
を
と
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
。

太白区秋保町に伝わる田植踊
（写真は長袋地区のもの）

た伝わ伝わ めんもも面もも

豪雨により崩落した
太白区羽黒台団地の法

のりめん

面

たた伝伝伝伝
のの地区区区区

めめもももも面面もももも
豪豪太白区秋保町太白区秋保町太白区秋保保崩町町豪雨により崩豪雨により崩豪豪 崩豪 崩 したし伝伝伝

地地地地
落し落しに伝ににに
地
落落町町町町
袋袋袋
崩崩
長長長長長長はははは

よりよ秋秋秋
真は真
によによ区秋区秋区秋区秋
真真
にに
真

雨に雨に白区白区白白
（（
雨雨太太太太豪豪豪豪豪豪 保町保町豪豪豪豪雨により崩落した

法法のののののの区区区のも地のの地地団団台台長黒黒黒はははは黒羽羽羽羽区区区区太白太白太太太太太太 羽羽太太太太太 区 地区 地地区地地地団袋袋黒台団地黒台袋袋袋台台長長太白区太白区写写写写太 地地地区地地区地台団地地地地地地団団袋袋袋袋白区羽黒台白区羽黒台長長区区写写羽羽真真真真 地地太太 写真は長は長写真は長は長白（ 長袋（ 長（ 長袋白白太太 袋袋袋袋太白区羽黒台団地の法法ののの区区のの区区の区区法法法のののののの区区区区区区区区ののののの区区法 ものののののの区区区区区ののののめめももももりりの区
たたりたたたのりめん
面法法法法のののの面
海抜10メートルの「避難の丘」から望む植踊植踊
の）の）「海岸公園野球場」）） （平成28年10月現在）

　 　
　
　

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
、
教

職
員
に
対
し
、
い
じ
め
の
要
因
や
背
景

を
理
解
す
る
た
め
の
研
修
や
再
指
導
を
。

　
　
　

い
じ
め
防
止
対
策
は
最
優
先
で

取
り
組
む
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

教
職
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
え
る
体
制

づ
く
り
や
教
職
員
の
い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
力
の
向
上
が
重
要
で
あ
り
、
効
果

的
な
研
修
の
充
実
を
図
り
た
い
。

　
　
　

　
　
　

譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
に
よ
る

譲
渡
促
進
策
を
最
大
限
活
用
す
る
と
と

も
に
、
市
独
自
の
助
成
制
度
を
設
け
る

な
ど
、
空
き
家
対
策
の
推
進
を
。

　
　
　

ご
指
摘
の
税
の
特
例
措
置
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
法
務
や
不
動
産

の
実
務
に
携
わ
る
民
間
団
体
と
連
携
し
、

多
面
的
な
角
度
か
ら
実
行
性
の
高
い
取

り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　

　
　
　

復
興
公
営
住
宅
に
入
居
す
る
高

齢
者
や
１
人
暮
ら
し
の
方
の
孤
独
死
・

孤
立
の
防
止
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
資

す
る
訪
問
・
見
守
り
活
動
を
継
続
す
べ
き
。

　
　
　

継
続
的
に
町
内
会
等
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
財
政
措
置
を
国
に
求
め
な
が
ら
、

戸
別
訪
問
等
、
支
援
に
取
り
組
み
た
い
。

○
高
齢
者
施
設
の
災
害
時
の
避
難
対
応

○
豪
雨
時
の
避
難
所
開
設
の
判
断

○
仮
設
住
宅
供
与
終
了
ま
で
の
支
援

○
無
届
け
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
調
査
指
導

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
さ
ら
な
る
拡
充

○
公
設
公
営
の
保
育
所
を
継
続
し
、
待

　

機
児
童
の
解
消
を
優
先
す
べ
き

今
日
ま
で
引
き
継
が
れ
る
本
市
の
歴
史
・

文
化
を
築
い
た
伊
達
政
宗
公

復興公営住宅入居者のコミュニティ
形成支援を（町内会設立総会の様子）


